
後期学校評価
グラフ１について
１年間 「聞くこと」を重、

点目標として、低・中・高

学年ごとにめあてを決め、

指導を進めてきました。聞

くことに関する児童アンケ

ートでは、肯定的な回答が

90多く、どの項目でもほぼ

％前後の児童がしっかり人

の話を聞いていると自己評

価しており、年２回（７月

・１月）のアンケート結果

に大きな違いは見られませんでした。また、聞き取りテストの平均点も前期は 点、後期が 点と85.6 85.8
一定していました。教師の見取りもあわせて考察すると、１年間の取組を通して 「良い聞き方」を意識、

する児童が増えてきたこと、外面的な聞く態度は定着しつつあるということが言えると考えています。

また 学校朝会の話も真剣に聞こうという姿勢がかなり見られるようになっています しかしながら 集、 。 、「

中して聞く 「考えながら聞く」という点では、まだ課題が残るように考えています。」

今後 「聞くこと」が児童の内面的な学びの深化につながるようにするために 「聞く」と「話す」を併、 、

せて指導する必要があると考えており、ただ黙って聞くだけでなく、うなずく・質問する・感想や意見を

述べるといった反応を返すことを大切にしたいと考えています。さらに、基礎的な学力の支えが乏しいた

めに、内容が聞き取れない、何が大切かが分からない児童もおり、思考力・判断力・表現力の基盤となる

基礎的・基本的な学力をきちんとつける努力を、引き続き継続していきたいと考えています。

グラフ２について
黙って掃除を行う

という自問清掃の取

組を継続していま

す。この自問清掃に

ついて、年２回アン

ケートを行っていま

す。前回１０月に実

施したアンケートと

１月に実施したアン

ケートを比較する

と、全体として肯定

的評価が上がっています。また、今回のアンケートのよると 「反省 「黙働」の２つの目標に対して、８、 」

割以上の児童が「できた」と回答していることは、大きな成果であると考えています。

来年度も教職員全体で子どもとともに清掃活動をし、自問清掃が根付いていくように取り組んでいくと

ともに、児童による自主活動として委員会でも取り組ませていきたいと考えています。

グラフ３について
本年度の研究主題「自分に合っためあて」をテーマに、授業研究を行いました。

授業の中で、めあてを立てさせ、児童一人一人の課題を明確にしながら、主体的に取り組ませる授業を

聞くことについての児童アンケート
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グ ラ フ １

掃除に関する児童アンケート
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グ ラ フ ２

目指しました。全職員による

取組によって、右のグラフの

ように「体育好き」な児童が

増えています。また、別のア

ンケートの「外に出て遊んで

いるか？」という問いに対し

て、肯定的な回答をしている

児童が、５月は８３％、寒い

１２月でも８５％あり、体を

動かす楽しさを、大休憩や昼

休憩に味わっている児童が多

くいることが分かりました。実際、外遊びの児童数を、 １０月～１１月に調査した結果からは、大休憩

・昼休憩とも６０％以上の児童が外遊びをしていることが分かりました。また、行事や天候により、８０

％を超える児童が外で遊んでいる日もあったことからも 「体育が好き」や「運動が好き」な児童が増え、

ていると考えられます。しかし、同時に、体育が嫌いな児童への取組と

して、集団の関わりや自分の現状認識から「わかる 「できる」ことを」

大切にし、その児童なりの「伸び」をしっかり評価し、児童自身がその

「楽しさ」を体感することで、苦手意識を払拭していく取組が必要であ

ると考えています。

グラフ４について
体力が伸びている児童の伸び幅はとても大きく、全体の平均値を上

げる要因となっています。一方で、体力が伸びていない児童と比較する

と、その差が大きく広がっているとも考えられます。

これらの成果は、校庭芝生化や業前運動・休憩時間を利用した「新体

力テスト練習会」の取組などを通して、運動をすることへの意欲が高ま

り、進んで体を動かす児童が増えたことによるものと考えています。

しかし、体力の個人差は、広がっています。体育科授業での取組を通

じて、自分の体力への関心を高めるとともに、しっかりと体を動かす習

慣づけの方策を検討していく必要があると考えています。

体育科授業での体力向上を意識した準備運動の継続的な実施や体つく

り運動の取組、また体育委員会の活動の充実など、来年度しっかりと取

り組んでいきたいと考えています。

本校は、教育目標の１つとして、体力向上を位置づけています。確かな学力・

豊かな心の土台が、たくましい体である。と考えているからです。他の教育課題に

波及効果のある取組を、来年度も継続していきます。

新体力テスト５月と１１月の比較
経過月数を加味した伸び率が、全国平均を超えた児童の割合
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「体育は好きですか？」児童アンケート
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